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農林水産省野菜 ・ 茶業試験場 河

あ き ら
章

I チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ

1 薬剤抵抗性の概況

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は チ ャ の新芽や葉か ら 吸汁す
る 害虫で， 加害部 は褐変 し ， 芽の生育が遅れ， 萌芽期の
加害 は著 し い減収 を も た ら す。 本種 に よ る 茶樹の被害 は
1915 年に静岡県で初 め て 確認 さ れ， そ の後 も 1958 年 ま
で本種 に よ る 激 し い被害が断続的 に 報告 さ れて い た (南
川， 1959) が， 有機合成殺虫剤 の使用 に よ り 本種の多発
は 見 ら れ な く な っ た 。 し か し， 1966 年頃 よ り 被害 が糟
加 し ， 現在で は全国の茶産地で重要害虫 と な っ て い る 。

本種の重要害虫化 に は薬剤感受性の低下が関与 し て い
る も の と 思 わ れ る 。 1978 年 に 小泊 は， 静 岡 県東部地域
では カ ル タ ッ プ， メ ソ ミ ル の 2 剤 を 除 き 既登録薬剤 の防
除効果 は低 く ， 有効な 2 剤の 防除効果 も 低下 し つ つ あ る
こ と を報告 し て い る 。 そ の後 も ， 多 く の薬剤の 防除効果
の低下が報告 さ れて い る 。 効果の低下が報告 さ れた薬剤
の グル ー プは有機 リ ン剤， カ ーパ メ ー ト 剤， ネ ラ イ ス ト
キ シ ン剤， 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤 と 多岐 に わ た る が， ク ロ
ロ ニ コ チ ニ ル剤 に対す る 防除効果の低下 は報告 さ れて い
な い。 し か し な が ら ， 簡易 な薬剤感受性検定法が確立 さ
れて い な か っ た こ と か ら ， 室 内 で の感受性検定試験の報
告 は ほ と ん ど な い。

日 本植物防疫協会茶農薬連絡試験で， 本種の対照薬剤
と し て 用 い ら れ て い る カ ル タ ッ プ水溶剤 の 全試験場所
(10 か所前後) の散布 2 日 後 の 防除率 の 平均値 の変動 を
図ーl に 示 し た 。 1970 年代前半 に は 80%前後の 高 い 防除
効果 であ っ た が徐々 に 低下 し ， 1994 年 に は 約 50% に 低
下 し て お り ， 薬剤感受性 の 低下 を 示 し て い る 。 ま た ，
1997 年 に 野菜 ・ 茶業試験場 (金谷) で採集 し た 系 統 の
各種薬剤 の 実 用 濃 度 で の 死虫率 を 表ーl に 示 し た 。 本種
に 有効 と さ れた薬剤で も 死虫率の低 い薬剤が多 く ， 多 く
の薬剤 に抵抗性が発達 し た こ と が伺 わ れ る 。

The yellow tea thrips， Scirtothrips dorsalis HOOD， and the tea 
green leafhopper， Empo，田ca onukii MATUSDA By Akira 
KAWAI 

( キ ー ワ ー ド : チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ 7， 総麹 目 ， チ ャ ノ ミ ド リ
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2 薬剤感受性検定法

供試虫の入手 :

春か ら 秋 に ， 茶園での 叩 き 落 と し に よ り ， 本種 を容易
に採集す る こ と がで き る 。 採集 は新芽の生育期が望 ま し
く ， 特に幼虫の採集で は こ の傾向が強 い 。 一般 に 野外で
の寄生菌や寄生虫 に よ る 寄生率 は 極 め て 低 い 。 大量採集
が可能で， 寄生率が低 く ， 室 内飼育が容易 でな い こ と か
ら ， 採集世代 を検定 に 供試 し た 試験が多 い 。

供試虫の累代飼育 :

鉢植 え 茶樹 を 用 い た 本種の 累代飼育法が村井 ( 1991)
に よ り 示 さ れて い る 。 本法 は十分な面積 と 準備が必要で
あ る が大量飼育が可能で あ り ， 長期間 の 大量飼育 に 適 し
て い る 。 ま た ， 鉢植 え の ア ジ サ イ を 用 い た 飼育 も 可能で
あ る 。

検定j去の種類 と 特徴 :

多 く の試験で は チ ャ の葉 を 用 い た 葉片浸漬法が用 い ら
れ， 虫体浸漬法の試験例 も あ る 。 今後， ミ カ ン キ イ ロ ア
ザ ミ ウ マ で用 い ら れて い る ド ラ イ フ ィ ルム 法 (多 々 良 ・
鈴木， 1993) ， 幼虫 に 対 し て は ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
で用 い ら れて い る 虫体葉片浸漬法 (霞原 ら ， 1984) を検
討す る 必要があ る 。

3 �定片浸漬法

供試虫 :

成虫， 1 齢幼虫， 2 齢幼虫 での 試験が可能であ る が， 1 
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図 - 1 闇場試験での カ ル タ ッ プ水溶剤 に よ る チ ャ ノ キ イ

ロ ア ザ ミ ウ マ の 防除率の変動

日 本植物 防疫協会茶農薬連絡試験 で の 全試験場所

(10 か所前後) の 散布 2 日 後 の 防除 率 の 平均値 で示

す.
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表 - 1 チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ホ の各種薬剤の常用濃度での死虫率

処漣方法

処理齢

DMTP 乳剤 (400" )

プ ロ チ オ ホ ス 乳剤 (450)

プ ロ フ ェ ノ ホ ス 乳剤 (400)

DDVP 乳剤 (500)

食餌浸演 食餌浸潰 虫体浸漬

成虫 l 齢幼虫 成虫

78 ( 32) " ・ 100 ( 73) 91 ( 91 )  

64 ( 32) 96 ( 40) 34 ( 34) 

25 ( 0) 90 ( 13) 100 ( 100) 

o ( 0) 6 ( 0) 7 ( 5) 

BRP 乳剤 (500) 96 ( 93) 70 ( 28) 91  ( 78) 

ア セ フ ェ ー ト 水和剤 (500) 88 ( 73) 95 ( 88) 31 ( 1 1 )  

NAC 水和剤 (850) 4 (  4) 91 ( 64) 68 ( 68) 

メ ソ ミ ル水和剤 (450) 100 (100) 100 ( 100) 52 ( 52) 

ピ プ エ ン ト リ ン水和剤 (20) O( 0) 82 ( 46) 96 ( 96) 

ベル メ ト リ ン水和剤 ( 100) 7( 7) 47 ( 29) 8( 8) 

シペ ル メ ト リ ン水和剤 (60) 30 ( 30) 44 ( 8) 85 ( 85) 

フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン乳剤 (100) 88 ( 59) 91 ( 73) 91 ( 89) 

ハ ル フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳剤 (100) 29 ( 15) 59 ( 31 )  66 ( 59) 

カ ル タ ッ プ水溶剤 (500) 94 ( 91) 86 ( 67) 7 ( 7) 

チ オ シ ク ラ ム 水和剤 (500) 100 ( 79) 100 ( 83) 50 ( 2 1 )  

ク ロ ル フ ル ア ズ ロ ン乳剤 (25) • • • •  

フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン乳剤 (25)

テ プ フ ェ ノ ジ ド フ ロ ア プル (200)

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 水和剤 (100)

ニ テ ン ピ ラ ム 水溶剤 (100)

7( 7) 

O( 0) 

25 ( 1 1 )  

。 ( 0) 50 ( 1 2 )  

O (  0) 87 ( 86) 

O( 0) 30 ( 0) 

98 ( 87) 97 ( 88) 92 ( 86) 

100 ( 100) 96 ( 65) 89 ( 88) 

ビ リ ダベ ン フ ロ ア プル (200) 0 ( 0) 29 ( 6) 91 ( 幻)

ケ ル セ ン乳剤 (267) O (  0) O (  0) 65 ( 32) 

酸化 フ ェ ン プ タ ス ズ水和剤 (250) 4 (  0) O (  0) O (  0) 

ポ リ ナ ク チ ン複合体 ・ BPMC 乳剤 (120 + 300) 100 (100) 100 ( 93) 49 ( 46) 

市 野菜 ・ 茶業試験場 (金谷) 場内茶園で 1997 年に採集 し た 個体群 を供試

日 供試液の有効成分濃度 (ppm)
H ・ 48 時間後補正死虫率 (24 時間後補正死虫率)

日 付 昆虫成長制御剤 に つ い て は 48 時間以後の調査が必要

昆虫成長制御剤の よ う な遅効的な薬剤
で は ， 48 時間以後 も 調査が必要で あ る 。

4 虫体浸j責法

供試虫 :

成虫， 1 齢幼虫， 2 齢幼虫 で の 試験が
可能で あ る 。 l 齢幼虫 は供試虫 の 確保が
困難 な こ と か ら ， 成虫， 2 齢幼虫が適 し て
い る 。 こ こ で は成虫 での試験法 を示す。

検定手)1頂 :

① 直径 10 mm， 長 さ 60 mm の 両 切
り ガ ラ ス 管の一方の端 を テ ト ロ ン ゴ ー ス
で密閉す る 。

② 成虫 1 頭 を面相筆 を 用 い て ガ ラ ス
管 の 中 に 入れ， 他方の端 も テ ト ロ ン ゴ ー
ス で密閉す る 。

③ 所定濃度 の希釈液ヘガ ラ ス 管 を漬
け ， 5 秒間 ゆ す り なが ら 漫潰す る 。

④ ガ ラ ス 管 を 薬 液 か ら 取 り だ し た
ら ， 面相筆 を 用 い 直 ち に 供 試 虫 を 直 径
lO mm， 長 さ 60 mm の 別 の ガ ラ ス 管瓶
(長 さ 40 mm， 幅 8 mm の 短冊状 に 切 っ
た 健全 な 茶成葉 を 1 枚入 れ た も の ) に 移
す。

⑤ ガ ラ ス 管瓶 は供試虫 を 5 頭程度入
れた後， 開 口部 を 薄膜 フ ィ ル ム で密閉す
る 。

⑥ 200C長 日 条件 で 飼 育 し ， 24 時 間
後 に 生存虫 お よ び死亡虫 を計数す る 。

齢幼虫 は大量の供試虫 の確保が容易 で な い こ と ， 2 齢幼
虫 は摂食 を停止す る 老熟期 を 除 く 必要があ る こ と か ら ，
雌成虫が最 も 適 し て い る 。

検定手順 :

成虫， 1 ・ 2 齢幼虫 と も テ ト ロ ン ゴ ー
ス の網 目 を通 っ て脱出す る こ と が可能で， 成虫では こ の
頻度が高 い。 こ の た め ， 供試虫 を ガ ラ ス 管 に 入れて か ら
浸潰す る ま での時聞 は 出 き る 限 り 短縮す る 必要があ る 。
ま た ， 浸漬時 に 供試虫 の個体数の確認が必要 で あ る 。

① チ ャ の 成葉 を l 枚ず つ ， 所定濃度 の 希釈液で 10
秒間 ゆ す り な が ら 浸潰す る 。 余分 な薬液 を 除去 し た後，
室内で風乾す る 。

② 風乾後， 浸潰 し た 茶 葉 を 長 さ 40 mm， 幅 8 mm
の短冊状 に 切 り ， 直径 10 mm， 長 さ 60 mm の ガ ラ ス 管
瓶の 中 に 1 枚ずつ入れ る 。

③ 雌成虫 5 頭 を面相筆 を 用 い て 管瓶の 中 に 入れ， 開
口部 を薄膜 フ ィ ル ム で密閉す る 。

④ 200C長 日 条件で飼育 し ， 24 時間後お よ び 48 時間
後 に 生存虫お よ び死亡虫 を計数す る 。

葉片 を ガ ラ ス 管瓶 に 入 れ る 代わ り に， 浸潰 し た 棄 にパ
ラ フ ィ ンでガ ラ ス 管瓶を接着す る 方法 も 用 い ら れて い る 。

葉片浸漬法で は処理 24 時間後か ら 48 時間後 ま での聞
に死虫率が上 が る 薬剤が多 い の に対 し ， 本法で は死虫率
は変わ ら ず (表 1) ， 特 に遅効性の薬剤 を 除 い て 24 時間
後の調査の み で よ い。

E チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コ バ イ

1 薬剤抵抗性の概況

チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コ バ イ も ， チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ
マ と 同様 に チ ャ の新芽 を 吸汁す る 。 加害部 は褐変 し ， 萌
芽期 に加害 さ れ る と 芽の 発育が停止 し ， 著 し い減収 と な
り ， 古 く か ら チ ャ の重要害虫 で あ っ た 。 戦後の化学合成
農薬 の使用 に よ り 被害 は 減少 し て い た が， 1966 年頃か
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ら 再 び増加 し， 防除の 困難 な 害虫 と な り (小泊， 1985) ，  
現在では全国の茶産地で重要害虫 と な っ て い る 。

本種 に対す る 防除効果の低下 は ， カ ー パ メ ー ト 剤 (伊
藤， 1990) を は じ め， 有機 リ ン 剤， ネ ラ イ ス ト キ シ ン
剤， 昆虫成長制御剤 (小杉， 1994) な ど， 多 く の薬剤で
報告 さ れて い る 。 し か し な が ら ， チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ
マ と 同様 に簡易 な薬剤感受性検定法が確立 さ れて い な か
っ た こ と か ら ， 室内 での感受性検定試験の報告 は ほ と ん
ど な い。 1991 年， 92 年 に 静岡 県茶業試験場 で採集 し た
系統の各種薬剤 の 実 用 濃 度 で の 死虫 率 を 表 2 に 示 し た
(小杉， 1994) 。 カ ル タ ッ プ水溶剤， メ ソ ミ ル 水和剤，
DMTP 乳 剤 は 1980 年 の 同 試験場 の 試験 で は 500 ppm 
で幼虫 に対 し 100% あ る い は そ れ に 近 い死亡率であ り ，
抵抗性 を獲得 し た も の と 思わ れ る (小杉， 1994) 。

2 薬剤感受性検定法

供試虫の入手 :

茶樹の新芽生育期 に 茶園 で叩 き 落 と し 法 あ る い は捕虫
網 に よ る ス イ ー ピ ン グ法 に よ り ， 本種 を容易 に採集す る
こ と がで き る 。 一般 に 野外での寄生菌や寄生虫 に よ る 寄
生率 は極め て低い。 大量採集が可能で， 寄生率が低 く ，
室内飼育が容易 で な い こ と か ら ， 採集世代 を検定 に供試
し た 試験が多 い。

供試虫の累代飼育 :

鉢植 え茶樹 を 用 い た チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 累代飼
育法 (村井， 1991) が基本的 に は適用可能であ る が， 本
種は新芽 に依存す る 傾向 が よ り 強 い の で， 新芽 を つ け た
鉢植 え 茶樹の継続的な確保が よ り 重要であ る 。

検定法の種類 と 特徴 :

チ ャ の 新梢 を 用 い た 新梢浸漬法が主 に 用 い ら れ て お

表 - 2 チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コ バ イ * の各種薬剤の常用濃度での死

虫率 (小杉. 1994) 

処 理 齢

カ ノレ タ ッ プ水溶剤U (500) • •  

チ オ シ ク ラ ム水和剤 (500)

メ ソ ミ ル水和剤 (450)

フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン乳剤 ( 100)

ピ リ ダベ ン フ ロ ア プル (200)

NAC 水和剤 (850)

DMTP 乳剤 (400)

ピ リ ミ ホ ス メ チ ル乳剤 (450)

ププロ フ ェ ジ ン水和剤 (250)

ブ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト フ ロ ア プル (200)

成虫 3， 4 齢幼虫

73 . 7' 事 * 。

100 10 . 0  

100 47 . 6  

100 28 . 6  

100 33 . 3  

55 . 0  100 

100 14 . 3 

100 76 . 2  

96 . 7  4 . 8  

95 . 0  100 

専 静岡県茶業試験場場内茶園で成虫試験は 1991 年 に ， 幼虫試験

は 1992 年 に採集 し た個体群を供試

日 供試液の有効成分濃度 (ppm)
H ・ 48 時間後補正死虫率

テ ト ロ ン ゴー ス

ガラ ス 円筒 の底 に
パ ラ フ ィ ルム を は る

水

図 - 2 チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コ パ イ 成虫用 剤感受性試験器

具 (小杉. 1994) 

り ， 次項で小杉 (1994) に 基づ き 述べ る 。 今後， ツ マ グ
ロ ヨ コ バイ 等で用 い ら れて い る ド ラ イ フ ィ ル ム 法 を検討
す る 必要があ る 。

3 新梢浸潰法 (小杉， 1994) 

供試虫 :

成虫， 幼虫での試験が可能であ る 。
検定手順 :

① チ ャ の新梢 を 1 本ず つ ， 所定濃度 の希釈液 に 1 分
間 ゆ す り な が ら 浸潰す る 。 余分な 薬液 を 除去 し た 後， 室
内で風乾す る 。

② 風乾後， 幼虫試験では， 新檎 を 水 を 含 ま せ た切 り
花用給水材 (商品名 「オ ア シ ス J) に 挿 し て ， 事ヨ紙 を 敷
い た ポ リ エ チ レ ン カ ッ プ (直径 9 cm， 高 さ 4 . 5 cm) に
入れ る 。 成虫試験で は ， 一方の 口 に パ ラ フ ィ ルム を 張 っ
た ガ ラ ス 円 筒 (直径 4 . 5 cm， 高 さ 13 cm) に 挿 し ， 水
を入れた プ ラ ス テ ィ ッ ク カ ッ プ に 立 て ， も う 一方 の 口 を
テ ト ロ ン ゴー ス で覆 う (図-2) 0

③ 幼虫試験で は 3�4 齢幼虫 を 10 頭， 成虫試験では
雌成虫 7 頭 を 容器内 に放飼す る 。

④ 250C長 日 条件で飼育 し ， 48 時間後 に 生存虫 お よ
び死亡虫 を計数す る 。

引 用 文 献
1) 伊藤善文 (1990) : 植物防疫 44 : 423�426. 
2) 小泊重洋 (1978) : 茶研報 48 : 46�51 .  
3) 一一ー一一 ( 1985) : 静岡 県 に お け る 植物防疫の あ ゆ み， 静

岡県植物防疫協会. p. 41�52. 
4) 小杉由紀夫 ( 1994) : 静岡茶試研報 18 : 47�51 .  
5) 南川仁博 ( 1959) : 茶 12 ( 6 )  : 26�29. 
6) 村井啓三郎 ( 1991) : 昆 虫 の 飼育法 (湯嶋 健 ら 編) . 日

本植物防疫協会. p. 25�27 
7) 多々 良 明 夫 ・ 鈴 木 正 紀 (1993) : 関 東 病 虫 研 報 40 : 

315�316. 
8) 霞原敏夫 ら (1984) : 九病虫研会報 30 : 132�135 

一一一 33 一一一


